
妙高市制施行２０周年記念 

陸上自衛隊第１２音楽隊演奏会 

新潟地本（本部長 １陸佐 村岡史朗）は１１日（日）妙高市文化

ホールにて開催された陸上自衛隊第１２音楽隊（隊長 １陸尉 冨

田淳子）による派遣音楽演奏会を支援しました。 

これは妙高市制施行２０周年の記念事業の一つとして開催され

たもので妙高市での開催は２年ぶりとなりました。 

１１日の演奏会に先駆け、前日の１０日には新井中学校を会場に

市内３校（新井中学校・妙高中学校・妙高高原中学校）の吹奏楽部

員を対象に１２音楽隊による楽器指導が行われました。 



はじめに音楽隊

から「祝い唄と踊り

唄による幻想曲」と

今年の全日本吹奏

楽コンクール課題

曲である「マーチ「メ

モリーズ・リフレイ

ン」」の２曲が披露さ

れ、生徒たちは間近で

聴く迫力のある演奏に一気に引き込まれていました。 

その後、パートごとに分かれ、音楽隊員から基礎練習や演奏法な

どのレクチャーを受けていました。憧れの音楽隊員を目の前に初

めは緊張した面持ちの生徒たちでしたが、音楽隊員がフレンドリ

ーに接することで緊張も解けた様子で、和やかな雰囲気の中にも

真剣な眼差しでアドバイスを受ける生徒たちの姿が印象的でした。 

終了後には、各学校の代表者から演奏指導の感想やお礼、企画に

対する感謝の言葉が述べられ、本機会が生徒たちだけでなく、関係

者全員にとって非常に有意義な時間となりました。 

１１日の当日は、演奏会を楽

しみに待ちわびた大勢の来場者

がロビーに長蛇の列を作り、予

定時間よりも早く開場すること

となりました。演奏会は、吹奏楽

の魅力にふれる第１部と、聴き



馴染みのあるポップス満載の第２部で構成され、妙高市誕生２０

周年を祝うに相応しい「祝典のための音楽」で幕を開けました。 

音楽隊の奏でる力強くも繊細な音色は来場者を魅了し、歌姫であ

る藤嶽３陸曹の会場全体に響き渡る透明感のある歌声は、来場者を

歌の世界へと引き込んでいました。来場者は「どの曲も素敵でもっ

ともっと聴きたくなりました。」「演奏も素晴らしかったが、歌姫の

歌声に心を揺さぶられました。」と感想を話していました。 

新潟地本は今後も地域と連携した音楽演奏会を行い、自衛隊に対

する理解、親しみをより深めていきます。 


